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1. 新居浜港長期構想について 
重要港湾以上の港湾においては、施設整備や埋立てなどの港湾整備事業は、全て港湾計画に基づき実

施することとなっている。港湾計画は概ね10～15年先を目標として港湾の能力や港湾施設の規模・配置を

定めるものである。それに対し、概ね20～30年先の長期的な視野に立った構想を取りまとめたものが長期

構想である。（図 1.1） 

新居浜港の現行の港湾計画は平成11年に改訂されたものであり、改訂から25年ほどが経過するなかで、

新居浜港を取り巻く様々な状況が大きく変化している。それらの変化に対応した港湾計画となるよう、新居

浜港港湾計画の改訂を目指して、今回、新居浜港長期構想を策定した。（図 1.2） 

 

 

図 1.1 長期構想と港湾計画の関係 

 

 

 

図 1.2 長期構想の策定に至った経緯 

 

 

港湾計画の改訂に先立ち、港湾利用者、関係行政機関、住民
など様々な主体の意見・要請をもとに、概ね20年～30年先
の将来の長期的視野に立った総合的な港湾空間の形成とそ
のあり方を構想･ビジョンとしてまとめるもの

目標年次 概ね20～30年後

長 期 構 想

10～15年程度先を目標とした港湾の能力、港湾施設の
規模や配置などを定めるもの

目標年次 概ね10～15年後

港 湾 計 画

 新居浜港の港湾整備は平成11年7月に改訂された港湾計画（目標年次：平成２０年代半ば）に基
づき進めている

 既定計画は目標年次を大幅に経過し、我が国の港湾の情勢や新居浜港を取り巻く動向が変化し
ている中、新たな要請や課題が顕在化している

 そのため、新居浜港を取り巻く状況及び各種課題を整理し、概ね20～30年後を見据えた長期
構想を検討する必要がある

新居浜港港湾計画 （平成11年7月 改訂）

新居浜港長期構想 （今回策定）

港湾計画改訂

新居浜港・東予港（東港地区）港湾脱炭素化推進計画計画 （令和5年9月策定） （関連計画）

新居浜港港湾計画 （平成28年 軽易な変更）

新居浜港港湾計画 （平成30年 軽易な変更）


